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論藥第2一馨戸　（1989年）

抗日民族統一戦線樹立における王明の役割について

李　　良

田　中

　
　
　訳

志

仁

【解説〕

　1970年代宋以降の中国における中国共産党（以下，中共と略）史研究の発展はめざましいもの

があり，それまでの毛沢東の役割を突出させる公式的な理解を脱却してより呉体的かつ実証的な

新たな歴史像を提出しつつある。それにともない，特に“文革”期において激しく批判された劉

少奇・彰徳懐や，陳独秀や機秋白ら中華人民共和国成立以萌の中共の指導者に対する再評価が進

み，具体的な歴史過程に郷して彼らの役割が論じられるようになってきた。

　しかしながら，中共党内において1930年代から1940年代前半にかけて毛沢東の最大のライバル

であり，1945年の中共6期7中全会で採択された「若干の歴史問題についての決議」から1951年

に発表された胡喬木「中顯共産党の三十年」いたる過程においてその否定的役＄ljが定式化された

王明については，1披が1969年から1974年の聞，当時のソ連の主張を代弁するかたちで激しい毛

沢東批判を行なったこと，2’さらに中華人民共和屡成立後の中ソ関係が醜折に満ちたものであっ

たこと3｝により，その再評価問題がそれ以外の人物に比してより慎重なものとならざるを得なかっ

たように思われる。ここ数年，董明問題はようやく大陸の中共党史学界の主要な研究課題のひと

つと見なされるようになり，中共の抗H民族統一戦線政策の形成・展開過程において王明が一定

程度の積極的役割を果したという見解が共通的な認識になりつつある。4’とはいうものの，この

積極的役割を具体的にどのように叙述するのかについては，論者によってかなりの隔たりがあり，

（1）1930年代前半期における「対β作戦協定締結のためのma条件」（1933年1月17H）・「満州の

各級党部および全党員に与える書簡」（1933年1月26印・「中国人民対日作戦基本綱領」（1934年

5月3H）と王瞬の関連には言及せずにくあるいは，事実のみを簡単に紹介するにとどめ），そ

の左傾セクト主義の誤りとそれが革命運動にもたらした極めて大きい損失を強調し；（2）“八・

一宣言”以降の中共の抗日民族統一戦線政策の形成過程に関する叙述において，コミソテルソ・

中共駐コミソテルソ代表団の見解と中共中央の見解を並列し，両者の対立的な側颪と後者の独立

自主性を強調するという叙述が一般的である。s’）

　そんな中で，張碕「中国共産党抗臼民族統一戦線策eg＄lj定与共産国際」；黄啓鋳r中共駐共産

国際代表國与抗H民族統一戦線的形成」；楊奎松r王明在抗H民族統一戦線策略方針形成過程中
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抗肩民族統一戦線樹立における王明の役割について

的作月羽が，6｝「対H作戦協定締結のための三条件」・「満州の各級党部および全党員に与える書

簡」・「中国人民対日作戦基本綱領」が王明ら中共駐コミソテルソ代表國に由来することを前提と

した上で，“八・一宣言”以降の中共の抗β民族統一戦線政策の形成過程を中共代表団と中共中

央との相互関係において捉えようとしている点は注目に値する。7｝今回訳出した李良志「関於王

明村建立抗臼民族統～戦線的作絹」も同様の視角からこの問題を論じたものであり，とりわけ，

王明の積極的役割を異体的かつ率直に論及している点が精徴的である。

　この十年余りの問，大陸では，中共の決議・指示・電報類から圏想・聞取り資料にいたるさま

ざまな資料が発掘・整理・公開されてきた。1950年代にソ連から返還された数万件にのぼる中共

駐Uミソテルン代表団関連資料も近年部分的な閲覧が可能となり，その一部は一毅に公表されて

いる。81本稿は，このような研究状況のもと，さらに欝本でEll版された『王明選集』（全5巻，

汲古書院，197G－1975年）や最近ソ連で公表されたコミソテルソの文献資料9｝を使絹して論を展

開している。

　ここで本稿の内容を簡単に整理しておこう。「王著名な統一戦線のスva一ガソと綱領を率先し

て提出したこと」では，王明はヂ対日作戦協定締結のための三条件」と「中國入民対獲作戦基本

綱領」を起箪したが，この段階における彼の統一戦線思想は未だセクト主義を脱却していなかっ

た；しかしながら，墨時の情勢下において，それが客観的に果した大きな役翻について否定する

ことはできない，と論ずる。また本節で，1933年10月27Hの指示書簡について詳緬に論及Lてい

る点が注目される。臨東北における抗艮民族統一戦線工作を積極的に展醐したこと」では，

「満列1の各級党部および全党員に与える書簡」（王明の起草による）と「東北の情勢と抗賃統一戦

線戦術」を分析した上で，それらが“広範な反H統一戦線’の樹立と上層の抗欝勢力の条件的獲

得を提起した点で当時の中共の統一戦線思想の水準を突破したと評価する。また，一部の研究者

が王明のこれらの文献中の‘‘下からの”統一戦線思想をもって文献そのものの積極的意義を否認

してきたことは，一面的な評価である；当蒋のコミソテルソと中共中央が，ディミトcrフや毛沢

東らも含めてすべて“下からの”統一戦線戦術を遂行していた時期において，王明だけに鰐して

左傾セクト主義から脱却し，全く新たな・完全に正確な戦術路線の提出を要求することがどうし

てできるのであろうか；すべての人の思想の変化は漸進的であり，それぞれのプロセスがあるの

であり，王明もまた例外たりえない，と論じている点は印象的である。さらに，葉北の統一戦線

政策をめぐる中共代表団と上海の臨時中央との関係および中共代表溺による東北の党組織に対す

る指導の具体的な経緯についての叙述も興味深い。ヂIII最初に全面的な抗日民族統一戦線戦術を

提趨したこと」では，王明「第六次戦争と紅軍の戦術」（1934年11月）について，（1）そのチャ

ハル同盟軍と福建事変に対する総括は，遵義会議における総括と比較してもより全颪的かつ深翔

なものであった；（2＞ここで提起された“新観点”・“薪方法”は，王明が当時既にすべての反蒋

勢力の國結を勝ち取り広範な抗臼民族統一戦線を結成するという思想を形成していたことを示す

ものである，と高く評億する。また，“八・一宣言”は全面的な抗爲民族統一戦線を提出し，中
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共の抗臼民族統一戦線戦術の形成を示すものであったとして，その中国国内への伝播過程を具体

的に論じる。「N“連蒋”。“逼蒋”のスローガソを適宜提出して党中央の対“xe”政策の転換を

促進したこと」の中心的な論点は，（1）中共の“抗H反蒋”政策は1936年7月よりようやく明確

な転換が始まり，8月から9月に至って最終的に完成した；（2）それに比して，ヨ三明は率先して

“連蒋”と“逼蒋”の方針を提紺し，党中央の対蒋介石政策の転換を促進した，というものであ

る。著者は1936年前半期の王明の主張を“連蒋”と“逼蒋”の結合と捉え，それを“反蒋”を基

本としていた中共中央と比較し，前者により高い評価を与えているQ

　訳者は，王明に関する従来の公式的な理解における全面否定および現在の研究状況を考慮に入

れる時，王明の積極的役割に焦点をあててそれを確認するという本稿の論点は，極めて貴重なも

のであると考える。このことを前提としてはじめて，ソビエト革命期の中共の政治活動を当時の

政治過程の中に位襯づけ，1°｝また，・中共の抗目民族統一戦線の形成過程を具体的に分析すること

が可能になるからである。

　本稿の論点に関連して，以下の三点についてはさらなる検討を要すると思われる。すなわち，

第一に，本稿において，『王明選集』第1巻所収の諸論文を発褒当時の文献であるという蔚提の

もとで論を展開している点は，再考の余地がある。同書は『陳紹禺（王明）救国言論選集』（中

圏出版社，1938年，漢口）の復刺本であり，その所収論文は，出版当時の王魍の見解に沿ってさ

まざまな書き替えがなされているからである。m第二に，コミソテルソの主張と王明を含む中共

駐コミソテルソ代表団の見解の関係をどのように捉えるのかという問題である。「中共代表灘が

抗演罠族統一戦線を樹立する上でなしとげた買献の大部分は，コミソテルソの指導・援助ときり

離すことはできない。しかしながらこのことによって，もし我々が，中共代表団は全く自らの考

えと主張をもたなかったとか，あるいは彼らがすぺての問題で簡単にコミソテルソとの～致を保

持しえたと考えるとすれば，それは正しくない。」　i2）この点についての本稿の論述は，十分では

ない。1：｝第三に，著者が1936年箭半期の王明の主張を“連蒋”と“逼蒋”の結合と捉えている点につ

いてである。他の論者は，この時期の王明の主張を‘‘反蒋”あるいは“逼蒋”としており，M］

“反蒋’㌦“逼蒋’㌦“連蒋”という分析方法そのものも含めて，勘今後より具体的な検討を行なう

必要がある。

　著者の李良志巽は，1928年生まれ，湖南省韻身，現在はゆ國人民大学党史系劇教授。同氏の論

文は，ここ十年来の中國歴史学界の新たないぶきを示すものとして注fiされ，すでに数篇が翻訳

されているQl6｝本稿「関於王明対建立抗日属族統一戦線的作驚」は手書き原稿から訳出したもの

であるが，中圏では約半分に圧縮したものが『史学月刊21989年第2期に掲載され，また，若干

の宇旬上の変更を行なった上で「関於中共駐共産國際代表國紺建立抗日民族統一戦線的作用問題」

と題して『中国人民抗日戦争紀念館文叢』第1輯，1989年に全文が掲載されたことである。（ど

ちらも未見）
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注

（1）　王萌（陳紹萬，19G4d974）が中共党内の指灘権を確立した中共6期4中全会（1931年1月）からヒラ

　　　の中央委員に降格される中共7全大会（1945年4－6月〉までの，中共・コミソテルソにおける彼の主な

　　　職務については，訳注（1）参照。

　　　　彼の生涯については，周国全・郭徳宏「王明年譜簡編」（中睡挫会耕学院近代史研究所近代史研究編輯

　　　部編『近代中国人物』第3輯，重慶出版社，1986年）；本庄比佐子「陳紹萬（王明）略伝」（『王明選集』

　　　第5巻，汲古書院，1975年）などを参照。

（2）　彼は，1956年1月病気療養のため訪ソして以降，1974年3月にモスクワで死玄するまでソ連に滞在して

　　　いた。（周國全・郭徳宏「王明年譜簡編」502－503頁）また，匡王明園想録』（高照爾郎・浅野雌三訳，経

　　　済往来社，1976年）は，1974年ソ連で出版された陣函共産党の50年と毛沢東の褒切りの道』の邦訳である。

（3）　この問題については，毛里和子『中国とソ連』岩波新憲，1989年参照。

（4）　蓬越「抗臼戦争時期共産国際与中国革命関係討論観点綜述」『社科信息』1988年第9期（複印報刊資料

　　　『中国現代史』1989年第3期）。このレポートは，1988年6－7月に長碁で開催された「共産国際与中國

　　　革命問題第五次全国学術討論会」（中共中央党史研究室・全顧党史学会・東北師範大学の共催）の報告で

　　　ある。

（5）　たとえば，陳再凡窪共産闘際与中躍革命』華中師範大学出販社，1987年；孫武霞編著『共産國際灘中圏

　　　革命醐係史綱』河南人民出版社，1988年；朱鈴・彊先智主編騨共産國際与中國革命闘係史略』蔭南交通大

　　　学出版社，1988年；向青『共産国際和中国革命闘係史稿i北京大学出販被，1988年など。

（6）　中共中央党史研究室編『党史通訊』1986年増刊，第1期；中共党史研究編輯部編陣共党史研究』1988

　　　年第6期；近代史研究編輯部編『近代史研究』1989年第1期。

（7）　揚雲若・楊肇松『共産国際稲中国革命』上海人民出版社，1988年も参照。また，拙稿「抗日民族統一戦

　　　線をめぐる王明と中園共産党」（歴史科学協議会窪歴｝史評論』第423号，1985年。中國語訳，党史研究編輯

　　　部編『党史研究』1986年第6期）もこのような視角を提起したものである。

（8）　楊幾松「関於中闘現代史的研究競状与思考」（中圏現代史研究会〈大阪〉窪中國現代史研究会通儒渥第43

　　　号，　1988年，　10－11頁）o

（9）　　　馬貴凡訳・宋洪言絹校　「蘇聯薪発表的共産國際有関中國革命的黍当案文件」　（窪中共党史謬予究渥　1988年第1期

　　　一第3期）

（10）　当時のソビエト区の実態をふまえて，中華昆国史におけるソビエト革命の位麗づけを試みたものとして

　　　姫田光義「中華昆圏史におけるソビエト革命」（中央大学経済研究撰『歴史における文化と社会21987年）

　　　がある。

（11）　訳注の（5）・（10）・（12）参照。この問題については，拙稿「王明の抗臼統一戦線論に関するme　Fの資料

　　　上の問題について」（広島大学文学部東洋史談話会『広島大学文豪部東洋史研究室報告』第4号，1982年）

　　　参照。

（12＞　黄啓鉤r中共駐共産国際代表翻与抗貝罠族統一戦線的形成」8頁。

（13）　楊窒松r王明在抗日民族統一戦線策略方針形成過程中的作用」は，コミソテルソと王明の見解の違いに

　　　注鼠して論を展開している。

（14）　“反蒋”とするのは揚壷松「王明在抗日民族統一戦線策略方針形成過程中曲作驚」，陳再凡『共産国際与

　　　中国革命』など。また，訳者はこの時期の王明の主張を“逼蒋”とする見解を発表した。（拙稿「王明

　　　（陳紹萬）における抗日昆族統一戦線論の形成について」菰島史学研究会『史学研究』第158号，1983年）

（15）　この点については，拙稿「濁於中国抗日民族統一戦線的研究筆記1（河南省歴史学会・河南大学＃史学

　　　月刊』1989年第4期）参照。

（16）　「抗日民族統一戦線の形成とその特徴」（中閣環代史研究会・池霞誠監訳，『立命館法学』第165／166号，

　　　1982年），「抗露戦争の偉大な意義」（中国現代史研ee会　・池濁誠監訳，響立命館法学還第180号，1985年），

　　　「抗爲戦争史のいくつかの側颪に関する概究課題」（岡前），F第二次閣共合作の形戒・分裂およびその歴史

　　　的経験について」（中国現代史醗究会・池由誠監訳，謬立命館法学』第185号，1986年），「蕪安事変緩の七
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論藥第2号　（1989年）

幽の翻共交渉」（拙訳，解中国現代史，研究会通僑』第46・47・49号，1989－1990年）。

【本文】

　王明は，1931年から1945年の中共7全大会の前夜まで一一一Ptして党の主要な指導者の一人であっ

た。（彼は，かつて総書記の職務を代行し，また長期にわたって中央政治局委員・書記処書記で

あった。）1931年から1937年まで，彼は，中共駐コミソテルソ代表団団長であり，さらにコミソ

テルソ中央執行委員・書記処書記でもあった。訳蘭延安整風運動において，彼の政治路線・軍事

路線・組織路線・思想路線等各方面の誤りが全面的に精算され，彼は党内における日和見主義者

の代表的人物とされるようになった。ASU2）長期にわたる一面的な宣伝と個人崇拝の盛行によって，

人々は，王明がかつて党と人民に対して貢献したことはなく，また正しい主張を行なった時期は

なかったと考えている。しかしながら歴史的事実はこの一一ec的理解とは異なっている。抗日民族

統一戦線について言えば，艶閉はまた正確な一面と誤りの一面を，換言すれば消極的役割と積極

的役割の両面をもっていた。本稿では，彼が抗日民族統一戦線の樹立において果した重要な役割

について簡潔に論じたい。

1著名な統一戦線のス日一ガンと綱領を率先して提出したこと

　1933年1月，E本帝国主義は関内に侵入して山海関を占領し，さらに熱河及び長城沿線を攻撃

した。この新たな民族的危機を前にして，全国人民（国民党内の一部の将領を含む）の内戦停止・

抗日救亡を要求する声は更に激しくなった。しかしながら，蒋介石は反動的な“安内嬢外”政策

を遂行して人民の抗H救亡運動を弾圧し，国民党内の政敵を消減し，地方実力派を併呑し，さら

に紅軍に対するeg　4次“囲劉”に全力をつくした。1933年初，このような新たな情勢下において，

王明は，Uミソテルソの指導により，“三条件”のもと紅軍はすぺての抗日部隊と協定を締結し

て一致して抗日にあたるという文献を起草した。この文献は指示書簡の形式で国内に送付された。

この三条件とは：（D直ちにソビエト区域への攻撃を停止すること；（2）直ちに民衆の民主的権

利（集会・結社・言論・ストライキ・出版の自由等）を保証すること；（3）直ちに民衆を武装し，

義勇軍を組織して中国を防衛しその独立・統一・領土の全一性を勝ち取ること，である。中共中

央は，この指示書簡を受理した後，中華ソビエト共溜国中央臨時政贋・中華ソビエト共和国革命

軍事委員会の名で1933年1月10日・1月17H・3月4日・6月lHとたて続けに宣言を発表して，

王明の“三条件”の指示の貫徹と宣伝に務めた。この内1月17　Hに発表された宣言は我が党が抗

日属族統一戦線を樹立する上での最初の歴史的文献とされ，毛沢東は，統一戦線問題についての

国昆党との論争の際にこの文献を何圓も引用し，中共は早くから連合抗日を誠意をもって主張し

てきたと述べた。

　1933年1月17・Hの宣言は，すべての闘民党勢力に反対することをやめ，紅軍と一緒に抗日を行
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なうことを願う国民党の軍隊を統一戦線の中に包括するとしたところに重要な意義があった。こ

の宣君は，圏民党の「紅軍は後方を撹乱している」という武断的な宣伝に反駁し，全国の人罠に

向って，救国に忠誠を誓うという中共の厳爾な立場を表明した。このため，宣需発蓑後，直ちに

全国の入民と国昆党統治集団内部に大きな反響を呼び起こした。著名な科学者丁文江は，『独立

評論』誌に「もしも私が蒋介石なら」と題する文章を発表し，もしも彼が蒋介石ならド薩ちに共

産党との休戦の可能性を考慮し」，「その場含，唯一の条件は抗H期間中絹互に攻撃しないという

ことである」と述べた。D当蒔ソビX卜区攻撃の前線にいた國民党軍の重要な将領陳誠もまた，

“

剃共”の停止と北上抗Hを提起した。娃月6H，事態の推移に苦慮した蒋介石は情勢を鎮静化

させるため，「もし生を楽しみ死を恐れるのなら抗田を多く語る勿れ。廉恥心なきものは直ちに

斬して赦さず」との命令を発した。2’この命令はまた，“三条件”の下で一致抗臼を求める指示

書簡が引き起こした大きな影響を反面から説明したものである。

　1933年10月27露，王明らは，中國全土における抗H救亡運動を更に広範に展開するため，中共

中央に対し“六項圏の抗日綱領”に関する指示を発繊した。この“六項目”とは：（1）全睦海空

軍の総動員による頬日作戦の実現；（2）全人民の総動員；（3）全入民の総武装；（4）抗鶏に関す

る経費問題の鋼時解決；（5）全濁人属の武装抗Nを実現するための総指導機関として労・農・兵・

学・商各界の代表による全中翻民族武装自衛委員会を組織すること；（6）β本帝国主義のすべて

の敵と連合すること，である。王明はまた，この指示書簡において，なぜこのような文献を準備

する必要があるのか，これをどのように公布し宣伝するのかについて述べている。

　この文献を準備する必要性について，王明は，次の三点を掲げている。すなわち，第一に，全

国の民衆に具体的かつ明確で分かりやすい対日作戦の行動綱領を与えること；第二に，嘔結可

能な抗H力量を最大限結集して真に広範な反N統一戦線を樹立する」こと；第三に，できるかぎ

り公開・半公開の活動の可能性を追求することによって，実際の民衆闘争を通じて國民党の売国

の本質を暴露し，反臼闘争と反国罠党闘争を結合すること，である。

　この文献をどのように公布し宣伝するのかについて，王明は，次の三点を要求している。すな

わち，第～に，綱領は「宋慶齢及びその他の参加しうるすべての名流学春・ジャーナリストと～

定の社会的地位を有した自由職業人等の共同署名」により，「この綱領及び委員会の発起人と賛

助壷を拡大する」；第二に，署名者は多ければ多い程よく，政治的立場が不明確な人物，さらに

は平時は反動的な入物であってもこの綱領に嗣意しさえすれば，その署名を受け入れる；第三に，

この文献は各種の形式で公翻・半公開の新聞・雑誌・刊行物に発表し，またパソフレットを作成

して菰く宣伝活動を農開する。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　党中央はヨ三明の指示書簡に基いて広範な準備工作を行なったあと，1934年4月20B，“中国民

族武装自衛委員会”の名で「中国人民対輯作戦基本綱領」を公表した。この文献には，宋慶齢・

何香凝・李達・馬相伯・章乃器・李杜・胡漢民ら1，779人が署名した。

　「中國人罠対H作戦基本綱領」は，労・農・兵・学・商の大連合を呼びかけ，すべての濤本帝

238



論集第2号（1989年）

国主義に反薄する国家と連帯しようとする新たな統一戦線文献であり，そこで提出されたスm一

ガソはどれも時局の必要にぴったり合致していたため，ひとたび発表されるや広範な人民の強烈

な反響を呼び，署名して支持を表明した者は30万人に達した。この文献はまた，我が党が抗H民

族統一戦線を樹立する上での重要文献であり，延安整風で王明が批判されていた際にも依然とし

て『六大以来』翻）に収録された。

　当然，我々は，王明が1933年初めに“三条件”を提趨し，同年10月末に“六項目の綱解を起

草したとしても，彼の統一戦線思想は未だ“下からの”統一戦線の水準を越えてはおらず，セク

ト主義を脱部してはおらず，当蒔，全局面から広範な統一戦線を樹立する必要性や可能性を認識

していなかったことを認めねばならない。すなわち，1933年12月のコミソテルソ第13圓プレナム

における王明報告「革命・戦争・武装子渉と中国共産党の任務」において，（1）当時の国際情勢

を分析する際，依然として帝国主義のソ連に魁する進攻と中国革命に頬する攻撃の一致性を強調

し，すべての帝国主義の打倒を呼びかけていること；（2）また国内情勢を分新する際，国民党各

派のソビエト政権に対する攻撃の～致性を強調してすべての統治勢力に対する反対を呼びかけ，

胡漢民の新国民党・農工民主党・第三党・社会蔑主党・青年党などに紺する敵紺的立場を有して

いること；（3）当聴のtw－一一戦線戦術のスローガソの主要な§的が国罠党と蒋介石の本質及びその

穂の統治勢力の抗日主張の欺隔性を暴露することにあるとしていること；（4）抗日民族統一戦線

の“新条件’㌦“新任務”・“新方法”が，依然として白軍の士兵・下級軍宮・小ブルジョアジーの

獲得にとどまっていることは，この点をよく説明している。従って，王明が自身のr図想録』に

おいて，“九・一八”事変以降彼が党の正確な路線を代表していたと述べていることは慮らに対

する過大評価であるQ脳）

　しかしながら，我々はまた，当時の厳しい民族的危機のもとで全国人民は切実に抗Hを要求し，

また蒋介石の対外妥協・対内鎮圧の反鋤政策に鰐する不満を有しており，このような構勢下にお

いて王明が起草した“三条件”とκ六項輿の綱領”が客観的に大きな役割を果したことを否定す

ることはできない。この二文献が果した積極的役翻は，以下の三点である。

　第一に，これらは圏民党統治集団内部の分化を捉進し，一部の愛露的な将領が我が党と反日反

蒋協定を締結するという事態を招来した。例えば，1333年5月，薦玉祥・方振武・吉鴻昌らは進

んで我が党と合作し，華北の抗Hの前線張家口にてチャハル抗臼隅盟軍を結成して塞北の長城地

帯に抗爲の峰火を挙げた。同盟軍は，康保・宝昌・浩源・多倫などを奪回して内外を震憾させ人

昆の熱い歓呼を受けた。1833年10月，国民党十九路軍の将領察廷鎌・蒋光蕪らもまた代表を派遣

して紅軍との交渉を行ない，反日反蒋初歩協定を締結した。11月20臼，票廷鋸らは福州にて“中

華共和蟹入民革命政府”を樹立し，我が党との間に抗B停戦協定・福建省西部省境地区交通条約

および商務方面の取り決めを締結した。さらに，双方の着都一福州と瑞金一に双方の常駐代表を

蟹いた。1934年9月，広東軍の首領陳済業は代表を瑞金に派遣し，反蒋連合の結成についての協

議を提起した。党中央は，潜漢年・侮長工を尋島に派遣し，停戦・共同反蒋・相互通商・情報の
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交換など五項団についての協定を締結した。陳済業はまた，物品の交易を許して紅軍を支援し，

紅軍が彼の管轄地域に病院を開設することを認めた。以上の三事例は，ヨ三閉が起草した文献が国

民党統治勢力の分化に対し大きな役割を果したことを示している。

　第二に，“文献”はまた，我が党の一部の指導者を理論的に啓発した。その主たる代表は張聞

天である。張聞天は，我が党が握出した“三条件”は「偶然の児戯ではなく，深思熟慮の上の政

治行動であり」：），「“三条件”は宣伝のスローガソであるとともに，行動のスローガソでもあ

る。またそれは，軍官の上屡部に対して述べたものでもある」4｝とし，我々は「個々の国民党軍

閥が我々の宣言を受け入れる可能性を否定できず」，「我々の任務はこの可能性を否定することで

はなく，その可能性を利用することであり」，我々は彼らと「反H反蒋の作戦協定を樹立するこ

とを」恐れる必要はなく，「大門を閉じて自己のプmレタリア階級の純潔性を示すのではなく，

この協定を通じて民族革命戦争を更に推し進める」という認識を堅持していた。彼は，博古らが

“三条件”を“児戯”・“論計”としたことを厳しく批判し，これはレーニソがかつて批判した“左翼

小児病”であり，「彼らが現代の科学的社会主義を全く理解していないことを示している」5｝と述

べた。このような1933年1月17Bの文献に対する正確な理解に基づいて，張聞天・周恩来・彰徳

懐らは，福建人民政府との誠実な合作を断固主張し，「軍事上の積極的な連携を主張した」。6’借

しむらくは，この張聞天らの正しい意見は，当階党において採驚されるところとはならなかった。

　第三に，これらの文献は，蒋介石の「紅軍は後方を撹乱している」という侮蔑に事実をもって

反駁するものであり，広範な人民と上層の愛国人士の間に，共産党は内戦の停止と一致抗臼を主

張しているという愛国的なイメージを確立した。このため，この文献がひとたび発表されるや国

の内外に強烈な反響を引き起こした。

　以上，王明が起草した文献の積極的意義についての評価と論述は当然のものであり，また，

“

実事求是”の精神にかなったものであると考える。

H東北における抗日民族統一戦線工作を積極的に展開したこと

　“九・一八”事変勃発後，日本帝国主義はまたたく問に東北全域を占領し，1932年3月1日に

は所謂“満州鼠”を樹立し，東北地域を祖国から分離しようと図った。このような情勢は必然的

に東北地域を属族革命戦争の前哨陣地とし，同地域は民族矛盾の最も尖鋭化した地域となった。

階級基盤の異なるさまざまな抗H義勇軍が燈原の火の如く広がった。彼らのあるものは東北軍に

属し，あるものは緑林の武装組織であり，また青年党・国民党CC派や改組派も義勇軍を組織し

た。我が党もまた多数の党員が抗日武装闘争を行なった。当時の義勇軍の著名な抗日将領には，

馬占山・李杜・蘇柄文・薦占海・丁超・楊靖宇・周保中・王徳林らがいる。

　当時の東北は，我が党が抗日民族統一戦線を樹立するのに最も適した地域であった。しかしな

がら，この時期，党中央はちょうど左傾路線が支配しており，彼らは東北の特殊な条件を顧みず
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最初からセクト主義的な“下からの”統一戦線戦術を遂行しようとしたため，情勢の推移とはな

はだしく介離していた。1932年6月下旬，臨時中央は上海のフラソス租界にて秘密裡に北方各省

代表連席会議（北方会議）を招集して決議を採択し，東北において「ソ連を武力で防衛せよ」・

「北方ソビエト敷権を樹立せよ」・ヂ紅軍を組織せよ」・「土地革命を深化せよ」と呼びかけ，さら

に，すべての国民党勢力に反対せよ・中問勢力を「徹底的に暴露せよ」と呼びかけた。7’7月，

満州省委は北方会議決議を貫徹するために省委拡大会議を開催し，“右傾日廊見主義”と“満州

特殊論”を批判して羅登賢の満州省委書記の職務を解き，土地政策・軍事政策・統一戦線政策等

における一一一meの左傾政策を実行した。例えば，農村において大戸の糧食を奪って分配し，その結

果，いくつかの根拠地では地主・富農分子の逃亡を招来し，農民の不満を引き起こした。また労

農紅軍式の抗日遊撃隊を組織しようとしたため，非共産党系の抗鶏義勇軍に共産党の抗臼武装に

対する警戒心と敬してこれを遠ざけるという態度を生じさせた。こうして，我が党が指導する抗

β遊撃戦は，完全に孤立した立揚に追い込まれた。

　中共駐コミソテルソ代表団は事態を慎重に検討し，臨時中央と満州省委の誤りを糾すために，

王明らによってヂ中央の満州各級党部及び全党員に与える書簡一満州の状況と我々の任務を論ず」

が起草された。この文献は署名の期Hが1933年1月26Bであったためtt－一・二六”指示書簡と簡

称される。この文献は，東北の特殊な情勢について，東北では全民衆が積極的に抗Hを要求して

いるだけでなく，一一esの「有産階級も現在に至って侵略者に対し敵視の態度を有するようになっ

てきている」と分析し，従って，葉北においてヂ“下からの”統一戦線以外に某かの程度と範囲

において“上からの”統一戦線を実行することができる」と指摘し，党の東北における“総戦術

方針”はこの特殊な環境を考慮してヂ可能な限り全民族的な反帝統一戦線をつくりあげ，不安定

な勢力をも含んだすべての勢力を結集し，一致して共同の敵～日本帝国主義及びその走狗一と闘

うことである」と主張した。指示書簡は，東北の各種の抗疑遊撃隊を四種類の類型に分けた上で，

その中の基本的に農民・小ブルジョアジーに属する二種類の遊撃隊については，これらと連合し

うるとした。この文献は，党の統一戦線の基本原則を論ずる際，プmレタリアートの指導権を堅

持しながら，闘争の戦術を柔軟に遂行して“下からの”統一戦線を組織することを強調すると同

時に，一定の程度と範囲内においてナ上からの”統一戦線を実行して」「最も広範な反帝ff－一戦

線」を樹立すべきだとした。この文献はまた，北方ソビエトの建設・紅軍の組織・土地革命の深

化などのスm一ガソを提起しなかった。

　王虜は，“一・二六”指示書簡を起草すると岡時に，長文のr東北の情勢と抗H統一戦線戦術」

を執筆し，東北における闘争の状況を詳細に分析して「全事変の過程は菓三省の運動が偉大な規

模を有していることを示しており」，既に「広範な反B統一戦線を実行しうる環境を招来してい

る」と述べた。彼は，東北の党組織が「反艮統一戦線戦術を実行することの意義を理解せず，ま

たその運用が巧みではなく」，党の工作は「疑いなくこの運動の背後に取り残されており」，「多

くの戦術上の誤りを犯した」と批判した。8｝彼は，更にこの文章において「一般的・民族的な反
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日統一戦線を樹立してすべての反日勢力を結集・統一する」という方針を提出した。訳鮒

　王明が起草した“一・二六”指示書簡と彼が執筆した「東北の情勢と抗H統一戦線戦術」は，

1933年1月の“三条件”購様，基本的に“下からの”統一戦線戦術を脱却しておらず，文中には

多くの極左的な表現が存在する。しかしながら，彼が最初に“広範な反賃統一戦線”の樹立と上

屡の抗霞勢力の条件的獲得を提起したことは，疑いなく党の統一戦線思想の当時の水準を突破し

ており，極めて重要な意義を有していた。我々は，一部の研究春が王瞬のこれらの文献中の“下

からの”統一戦線思想をもって文献そのものの積極的意義を否認してきたことは，やはり一面的

であると考える。1933年初め，当階のコミソテルンと中共中央が，ディミトロフや毛沢東らも食

めてすべて“下からの”統一戦線戦術を遂行していた時期において，この蒔期の王明だけに対し

て，左傾セクト主義から脱却し，全く新たfs・完全に正確な戦術路線の提撫を要求することがど

うしてできるのであろうか？　すぺての人の思想の変化は漸進的であり，それぞれのプロセスが

あるのであり，王明もまた例外たりえない。大革命失敗後，國民党・蒋介石が革命を裏切り，民

族ブルジョアジー等中間勢力もまた大地主・大ブルジョアジーに依拠して反共・清共政策に賛成

していたという事情が存在したため，我が党の戦術路線の徹底的な転換はまた，極めて困難な麟

折の過程をたどらざるをえなかった。王明もまた，必然的に，誤った見解から比較的正しい見解

へと徐々に転換していったのである。このことを考慮に入れるならば，我々が彼だけに過度の要

求をすることは妥当ではない。　“一・二六”指示書簡は“下からの”統一戦線の粋を打破した第

一歩であり，それは大きな進歩であり，我が党が抗窺民族統一戦線理論を樹立する上での新段階

を画するものであった。

　1933年4月，“一・二六”指示書簡は上海の臨時中央局を経て東誌に送付された。中共満州雀

委は直ちに省委拡大会議を開催し，5別膿，「反帝統一戦線を執行しプuレタリアートの指導

権を勝ち取ることについての決議一中央の1月26β付書簡を受けて」を作成し，この指示を全面

的に執行した。満州各地の紅軍遊撃隊は，この“一・二六”指示の精神に基づき，東北人属革命

軍・東北抗鷺同盟軍・東北反日連合軍などとあい継いで改称した。1933年の後半，南満・北満・

葉満・吉東などにおいて，党が直接掌握する抗揖遊撃隊を中核として各種の抗H義勇軍や抗β武

装の改編・連食が行なわれ，1934隼春までにあい継いで統一戦線的性質を有した東北人民革命軍

第一軍・第二軍・第四軍・第五軍が組織され，またいくつかの抗日根拠地が拓かれた。これは，

“一・二六”指示が東北にもたらした最初の成果であった。

　しかしながら，当時の上海臨時中央局は依然として“下からの”統一戦線路線を奉じており，

彼らは“一・二六”指示の中の“下からの”統一戦線についての部分的言及のみを受けいれ，そ

れと梢矛薦する積極的な部分については無視・排除しようと試みた。1934年2月12日，臨時中央

は満弼省委に対して指示書簡を送付した。この書簡は満州省委が“一。二六”指示を貫徹して

ド茶かの成果」を獲得したと述べながらも，その力点は，満州省委が“一一　’工六”指示を「日瀦

見主義納に雌解」して「有産階級のヨ本の強盗に対する敵視を過大評価し，反β民衆の階級的自
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覚とりわけプmレタリアートの政治力量を過小評価して」「上層との結合をもって“下からの”

統一戦線に置き替え」，「多くの重大な誤りを犯した点は断固として改めねばならない」というと

ころにあった。9｝当蒋，臨時中央局は，チャハル同盟軍と福建事変に対してもセクト主義・習険

主義戦術を全面的に採用していたのである。

　1934年春，コミソテルソはまさに人民戦線戦術への転換を準備しつつあったが，王明の統一戦

線思想もまた新たな進歩が見られた。このため，彼は当蒔の臨時中央の誤りを比較的敏感に察知

した。1934年9月16　Hとl！月1姻，王明らは中央政治局宛の書簡を執筆し，中央のチャハル同盟

軍・福建事変及び東北統一戦線等の問題についての誤りを批判した。王明は，我々は「反H反蒋

のスローガソを提起してすべての力簸を結集する。すなわち，労・農・小ブルジStアジーだけで

はなく，統治階級内部の反M反蒋勢力と積極的かつ主体的に連舎」しなければならない，「我々

はすべての町能な反蒋勢力を利熔すべきであり，たといそれが軍閥内部のものであっても，すべ

ての反蒋勢力をできうる限り利用しなければならない」と鯛確に指摘した。彼は，臨蒔中央の2

月12B付の満州省委宛指示書簡が“一・二六”指示の精神に合致せず，それは「満州の同志に多

くの解決しがたい困難をもたらした」と批判し，中共駐コミソテルソ代衰団は，現在，葉北の統

一戦線問題を解決するための新たな文献を準備中であり，それが到着するまでは，中央はこの問

題についての搬示を満州省委に出してはならないと述べた。これと同時に，王明は，組織上の配

置転換を行ない，当時の満州省委書記馬良をウラジオストクのプロフィソテルソ太平洋秘書処に

転任させ，江蘇省委の楊光華を満州省委代理書記とした。また王明は，続いて呉平（楊松）をソ

連から満州に帰国させ，彼の統一戦線路線の貫徹を計った。呉平は，中共コミソテルソ代表団駐

満州代表・満州省委巡視員の身分で工作し，後に吉東特委書記となった。王明は常に吉東局ある

いは吉東特委の名で各種の文献を発表した。ちょうどこの頃，上海臨勝中央局が壌滅しコミソテ

ルソとの電儒連絡が切断された。この時以来，東北地区の各種の工作は完全に王明らの直接指導

を受けるようになった。

　呉平は，満州鋼着後，王明の｛‘一・工六”など一連の指示を積極的に推進してセクト主義政策

を克服した。1934年10月10日の吉東局「饒河中心県委に致す書簡」は，「現段階の東三省の基本

的な任務は，賑本帝国主義とその走狗侶満粥国”政府の統治を打ち倒し，中華民族の独立と国家

の統一・領土の全一性を獲得することである」と強調し，東北の党組織には「依然として深刻な

左傾セクト主義の誤りが存在しており，それは，すべての反H部隊との反鶏統一戦線樹立の可能

性を疑い，その実現を願っていないことに現れている」と批判し，ブルジョアジー・地主・軍官

および顯民党の影響下にある武装部隊が抗戦に参加するのは「確かに誠心誠意亡困奴となること

を欲っしてはいない」からであり，従って，我々は，「すべての反臼部隊と連合して広範な反日

民族革命統一戦線を結成しなければならず」，これが東北党の「現段階における緊要な任務であ

る」と強調した。呉平は，1935年5月，王明の指示に基づいて“東北抗日救團人民代表大会”の

開催・“東北人民政府”と“東北抗H連軍”を樹立するための具体方案と綱領及び組織条例を提
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起し，東北の反H統一戦線工作を更におし進めた。

　1935年6月3日，王明らは「吉東の負責岡志に与える秘密指示書簡」において東北の儲勢と党

の任務について新たな分析を行ない，当時の東北は未だr勝敗を決する時期ではなく，最終的勝

利のための条件を準備する時期」であり，「大いに属衆を結集して力盤を蓄積し，遊撃隊の実力

を保存・発展させ，大量の軍事幹部を養成して将来の更に大きな戦争と事変に備える基礎としな

ければならない」と指摘した。このため，東北の工作は，「第一に，各地のセクト主義を克脹し，

すべての参加を希望する反H武装分子を吸収して遊撃隊の組織を拡大し」；「第二に，全畏的な反

H統一戦線を実行しなければならない」とした。王明のこの指示は“一・二六”指示書簡の統一

戦線思想を発展させたものであり，この指示のもと，著名な東北抗H連軍の組織化が醐始された。

我が党が薦玉祥・察廷錨・陳済業との三度の統一戦線工作に失敗した後，東北地区にはかつて存

在しなかった連合抗日の局面が出現した。全面戦争勃発前夜，東北において十一の抗B連軍が組

織され，その総員数は30，000人に達した。これは素晴らしい成果であるといわざるをえない。

Ill最初に全面的な抗H民族統一戦線戦術を提出したこと

　1934年11月，王胴はソ連外圏工人綴版社中国部の工作人員全体会議において「第六次戦争と紅

軍の戦術」と題して報告し，続いてイソプレU一ル記春の求めに慈じて「新条件と新戦術」を執

筆した。王明の文章は主として当時の紅軍の軍事蘭争の情勢と戦略を論じたものであるが，かな

りの部分を党の政治戦術にさいている。その中で次の三点は特に留意する必要がある。

　第一に，王明は裾建事変の起因と性質を正しく分析した。かれは，「福建事変は単に国民党軍

閥の内部衝突を反映したものであるだけはなく，同蒋に広範な中国民衆のとりわけ十九路軍兵士

と一部軍官の反H反蒋の革命的感情を反映したものであり，それは中国労農紅軍総司令部がすべ

ての軍隊に対して共同で抗H討蒋を行なおうと呼びかけたことに対する最初の実質的な反響であ

るとともに，中国ソビX卜政府および紅軍の力董と威儒がβ増しに拡大した結果である」と述べ

た。la｝

　第二に，王明は，中共中央がチャハル同盟軍と福建事変の問題について犯した「極めて大きな

誤り」を厳しく窺判し，チャハル同盟軍の失敗が福建人民政府の失敗に与えた影響及びこの二つ

の事件と紅軍の第5次反“囲期”の勝敗との密接な関係について深い分析を行なった。彼は，も

し党中央の二つの事件に対する政策が正確であったならば，蒋介石は南北と東西から挟撃される

ことになり，このことは「一方で広範な民衆の反日反蒋革命の高潮を引き起こし，他方ですべて

の反蒋軍閥と蒋系内部で動揺している部隊が武装反蒋に決起し」，その結果紅軍の第5次反“囲

集（1”の失敗はありえない状況となり，こうして「全中国の政局もまた現状とは異なる新たな馬面

を生じたであろう」と述べた。m

　第三に，王明は，我が党がこの二つの事件で誤りを犯した根本的な原因は当時の情勢発展の新

244



論集館2号　（1989年）

たな特徽を認識せず，従って事変を処理する新観点・新方法を把握できなかったことにあると分

析した。このため，彼は当時の情勢を振り返り，全党的な戦術路線として以下の数点を提起した。

すなわち，（1＞「中国の規状では，我々はただ士兵大衆を獲得しうるだけでなく，祖国を武力で

防衛するという旗のもと中・下級軍宮のかなりの部分も獲得し5る」；（2）国民党軍においては，

一部の高級将領までもが自らの軍隊と広範な民衆の革命への志向の影響を受けて「公然たる反H

反蒋の武装行動を実行せざるをえなくなり」，師全体・軍全体が革命運動に転じる驚能性さえ存

在する；（3）我が党の国民党軍中での工作の§的は，ヂすでにただその瓦解を計るだげではなく

なり」，さらに「かれらを祖国防衛の武装闘争の側に獲得することにより多くの注意を払う」ぺ

きである；（4）軍閥・派閥間のあらゆる内部矛盾を利用して紅軍の闘争を有利に進めねばならな

い；（5）紅軍は，すべての反蒋派閥に対する援助を拒絶せず，彼らと作戦協定を締結すべきであ

り，さらに，「彼らに対する工作をより積極的なものとし」，ゼー定の戦線上において最も積極的

な軍事行動を展開して蒋介石の紅軍に対する攻撃に反対する必要がある」；（6）反蒋派の蒋介石

に対する軍事行動について，我が党は，「それを日本の強盗と売国賊に頬する中国人罠の”一一・ue的

な民族解放闘争のある種の構成部分に転化すべく」全力を尽くさねばならない。欄王明がここ

で論じた“新観点”・“新方法”は，彼が中共の指導者の中で最初にチャハル同盟軍と福建事変の

経験と教談を総括したこと，さらにそれは半年後の遵義会議における総括と比較してもより全面

的かつ深灘なものであったことを示している。同時に，この“新観点”・“薪方法”の提起は，王

明が当時既にすべての反蒋勢力の団結を勝ち取り広範な抗日罠族統一戦線を結成するという思想

を形成していたことを示すものであり，これは彼の抗日昆族統一戦線論の形成過程における重要

な一里塚であった。

　1935年初夏，日本帝国主義は一連の事件を引き起こして華北侵略を画策し，その結果，民族矛

盾は一層激化した。6月，中共駐コミソテルソ代表呉玉章らは，キスmボードスクにて療養中の

王明に対しモスクワに帰って対策を協議すべく急電を発した。王明の帰来後，全代表団は直ちに

国内情勢について討議した。彼はこの代表繊会議において報告と結論を行ない，彼が新たな統一

戦線綱領を起草することになった。代表団は幾度かの討論を経て，7月1姻，中国ソビエト政府

と中共中央の名で発表する「抗日救国のために全同胞に告げる劃を採択した。コミソテルソ第

7回大会の開催中，脚｝王明はこの宣書の原稿をmシア語に翻訳してスターリソとディミトロフ

に見せ彼らの認可を得た。8月7E，彼は，コミソテルソ第7回大会における報告の中で，最初

に世界各国の共産党に対してその主要な内容を読み上げた。文献は，以後再度の書き替えを経て，

1935年10月1Rのパリ『救國報』に正式に掲載された。この文献の署名期Hが8月1臼なってい

るため，“八・一宣書”と呼ばれる。

　“八・一宣言”は，我が党が抗β民族統一戦線を樹立する過程において新たな姿をもって現れ

た統一戦線文献である。その特徴は：（1）“下からの”統一戦線戦術を完全に放棄し，地主・ブ

ルジョァジー・すべての軍隊を統一戦線の中に包括している；（2）それが主張している連合は，
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もはや協定の締結・武力衝突の停止・相互支援に止まってはおらず，“統一の蟹防敷府”と“統

一の抗濤連軍”を樹立し，“統一の抗ff連軍総司令部”を組織することをめざすものであり，よ

り効果的かつ高度な連合を求めている；（3）宣雷は蒋介石を統一戦線の中に包抵してはいないが，

各党派が過去の成見をすてて「兄弟は内輪喧嘩をしていても外からの侮りに鰐しては一致してこ

れを防がねばならない」という精神をもって航日救国の神聖な事業のために奮闘せよ」と呼び

かけ，第二次困共合作の思想的基礎を築いた；（4）豊言は国民党を暴露する闘争の必要性を提起

せず，誠意をもって各抗β勢力と団結して敵にあたることを提起した，の四点である。　“八・一

宣言”は全面的な抗H民族統一戦線を提出し，党の抗H民族統一戦線戦術が形成されたことを示

すものであった。

　極左路線が支配的であった時期“八・一宣言”はプロレタリアートの指導権を提起せず，階

級的観点が欠如しており，右傾臼釈見主義であると批判された。このような観点は，“八・　－ff

言”の内容に満足せず，粗さがしをしているに過ぎない。何人かの老岡志は，1937年11月末，i

明がソ連から延安に帰来した際，毛沢東がその歓迎会で王明の「帰還をおおいに喜び」「水を飲

むものはその水源を思え」という話をしたことをはっきり覚えている。毛沢東は，“八・一宣言”

は我が党の統一戦線の“源”であり，これがなければ抗日民族統一戦線と第二次国共合作の“長

流”はない；この‘‘源”と“流れ”の関係を前後入れ替えることはできない，と述べた。延安整

風は王明を集中的に批判したが，6期7中全会で採択された「若干の歴史問題についての決議」

においても，EEi　HEが起草した1933年1月17　Eの文献と“八・一宣言”を党中央の正しい統一戦線

文献として列挙していた。mev’8｝“八・一一宣rc’は党中央が党内に発した秘密指示ではない。もし

この様な公開文献において絡党派は共産党の指導の下でUt　Hを行なえ」と叢けば，それは決し

て原鋼性を示すものではなく，幼稚性を表わすものであろう。宣雷発表後，それが各層の普遍的

な歓逮を獲得したのは，まさにそれがこの種の愚かな方法を放棄し，真摯なことばと「和を以て

貴しとなし」「お互いに協力して困難を寛服する」という精神で全中華民族の団結と共同して敵

の当たることを呼びかけたからにほかならない。

　“八・一宣言”の文書が確定したあと，王明は広くこれを宣伝するため，9月，アメリカの中

共組織にこの文献を送付し，直ちに数万部印尉して各種の形式と方法で南京政府の各軍政要員及

び各党派・団体・新聞往・社会名士および各国の華僑翅体に送るよう指示した。11月3H，王明

らはまた各級党部に指承書簡を発し，“八・～宣言”の重要な意義と如何にして速やかに抗資畏

族統一戦線工作を展開するかを述べた。これと同時に，パリの呉玉章らは上海『新生』週補の購

読者名簿に基づき“八・一宣雪”の精神を掲載したll救國時報』を広範に送付した。このように

して，党中央がなお紅軍を率いて荘々たる草原と酷寒の雪山で苦難の長征を行なっていた頃，

“

八・一宣言”は春の迅雷の如く四海に伝わり，祖凛の大地に響した。

　“八・一宣言”は，まず当勝の抗H救亡運動の中心地北平に伝えられた。1935年8月，北平の

中共地下組織はガリバソ鰯りのt’八・一宣言”を大学の図審館・掲示板・洗面室や小橋のたもと
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に貼りつけた。この年の冬，平津の地下党組織は“宣答”の精神に依拠して全国を席巻した“一

二・九”愛国学生運動を指導した。

　1935年9月，“八・一宣言”は当時最前線において戦っていた東北に伝わった。吉東特委及び

南満特委指導下の抗H人民軍。義勇軍等は，率先して東北抗日連軍・東北人民革命政府及び抗H

連軍総司令部の建設を準備し始めた。10月11H，楊靖宇・王徳泰・趙尚志・李延禄・周保中ら将

領は，全国の軍政領袖に通電を発して“八・一宣言”に呼応して内戦の停止と一致抗日を呼びか

けた。

　全国の多くの愛国民主人士・愛圏将領薦玉祥・張学良・楊虎城・杜重遠・方振武・李公撲らは，

1935年冬，あい蕩後して“八・一宣言”に接し，中共が過表のいきさつを捨てて抗Hを主張して

いることを理解し，中華民族にはまだ希望があると感じた。また海外に滞在していた章伯鉤・黄

瑛翔・影沢民らはそれぞれ臼本・ドイツ・香港で“八・一宣言”に触れ，絹互の往復書簡におい

て「革命を放棄しないのであれば，共産党と連合しなげればならない」との認識に達した。t？’）こ

のため，彼らは中国国民党臨時行動委員会の復活に積極的に取りかかり，1935年11月10H，中華

民族解放行動委員会を組織して連共抗日の方針を確立した。n「eq’　）

　何人かの国民党の元老や南京政府の委員もまた“八・一宣言”を受け取った。子右任は“八・

一宣言”を見て「中国に希望が見えてきた」と何香凝に述べた。13鷺介石もまた，早い聴期に

“

八・一宣言”を見た。彼は，『中国の中のソ連』で「8月1H，彼らは毛児蓋で宣言を

発表して“抗H人民統一戦線”を提出し，所謂“全国人民連合敷府”の組織を要求した」と述べ

ている。］‘）rw・介石は当時，“宣言”が長征中の中共中央が発表したと考え，従ってそれを極めて

重視した。岡年冬，彼は自ら照の内外に共産党と接点を捜し求め，政治解決の可能性を追求した。

　王明は，長征後切断された党中央とコミンテルソとの電儒連絡を速やかに回復し，“八・一宣

言”と＝ミソテルソ第7回大会の精神を国内に貫徹するため，閲紅彦・張浩・劉長勝らをあい継

いで帰圏させた。彼らはそれぞれ1935年11月・12月q936年初めに映北に劉達した。有名な瓦窪

墜会議は，張浩・閻紅彦が帰国してまもなく開催されたo瓦窯塗会議決議において，“八・一宣

雷”とコミソテルソ第7回大会の精神が全面的に貫徹し，それは，全党の戦術路線の根本的な転

換と抗臼民族統一戦線の全党的確立を示すものであった。この時から抗B民族統一戦線は全党の

行動綱領となり，統一戦線工作は精力的に展開され，我が党は遂にソビエト革命路線から民族革

命路線の広大な天地に向って歩みはじめ，敵の挟撃の中で孤軍奮闘するという属面を脱却した。

“八・一宣雷”と瓦窟墾会議決議は，我が党の歴史に新たな一頁を振いたのである。

W“連蒋”・“逼蒋”のスq一ガンを適宜提出して党中央の対“蒋”政策の転換を促進したこと

　“八・一宣言”が提起した抗R民族統～戦線は，中国の各党各派を包括していたが蒋介石を含

んでいなかった。しかしながら抗沼罠族統一戦線は国共舎作を基礎とせねばならず，とすれば蒋
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介石との団結を勝ち取るか否かは，国共合作を実現しうるか否かの鍵であった。この点について，

王明はまた比較的早く認識していた。彼は“八・一宣書”発表後まもなく，連蒋の問題

を提起した。

　ソ連の学者の研究によれば，1935年8月25－27臼モスクワで開催された中共駐コミソテルソ代

表団の会議において，王明は「反帝統一戦線の樹立と中国共産党の目前の任務」と題して報告し，

反日を主張するすべての岡盟者を獲得する際，蒋介石も排除しないが，その条件はr彼が紅軍に

反対する戦争を真に停止して，その矛先をH本の帝国主義者に向けることである」と述べた。15）

　1935年11月7B，王明は『救国報』に「反帝統一戦線の反対巻に答える」を発表し，「中国共

産党・ソビエト政府・紅軍は既に何回か宣書を発し，我々はいかなる軍隊・いかなる将領とも作

戦協定を締結して共岡で反日闘争を行なう準備があり，南京政府の軍隊も当然その中に含まれる

と述べてきた。蕪介石個人について需えば，我々は次の如く公言する：彼には果てしない売国狭

民の罪がある，しかしながら，もし彼が紅軍との作戦を真に停止してその矛先を臼本帝圏主義に

転ずるならば，申國共産党と中国ソビエト政府は彼に人民と国家に対する罪を瞭なう慮新の道を

歩ませるだけでなく，彼および南京軍と共に同一の戦線上で黛本帝国主義に反対する用意がある」

と述べた。

　1935年12月9日，中共代表顧は，『救国時報』に「中国共産党の全国民衆と各党派およびすべ

ての軍隊に告げる宣言」「中圏紅軍の至急電報」「東北抗β連軍の圏内軍政領袖に対するアピールj

r中華昆族は一致して外敵に当たれ」等の文章を発表し，蒋介石を「南策蒋総司令」と呼び，全

国のすべての軍隊は「旧仇新怨を収めて民族の利益に重きを置き，直ちに内戦を停止して銃鷺を

外に向けよ」と呼びかけた。

　1935年12月14日，王明らは『救圏時轍に「反H討蒋について」を発裏して党の反蒋抗嬢政策

を説明し，我々が反蒋を提起した根本毯的は抗目にあり，ただ蒋介石が対内鎮圧・対外妥協の反

動政策を改めさえすれば我が党は従来の見解を改めるであろう；F我々の一貫した主張は，党派

を分かたず・信条を問わず・一致窟結して抗B救国をすることである。反Hを行なう者は我々の

友であり，親日を行なう者は我々の敵である。この点は蒋介石についてもあてはまる」と述べた。

　1936年1月29日，王明は『救国時報』に中国ソビエト政贋主席毛沢東と人民外交委員SIEE稼祥

の名で談話を発表し，「中圏ソビエト政府は，常に，すべての抗1を行なう者と交渉を行なう準

備があり」，「蒋介石が真に抗Hを行なうのであれば，中国ソビエト政府は当然彼と抗日戦線上で

手を携えうるであろう」と公雷した。

　王明が1936年2月に出版したパソフレット『新形勢と新政策』は，この時期の彼の連蒋政策を

全面的に反映したものであった。同書において，彼は，抗貝民族統一戦線の必要性と可能性を深

く分析し，統一戦線の組織形態とプロレタリアートの指導権を論じた。連蒋問題について，彼は，

ただ蒋介石が内戦を停止し一敷抗eeするのであれば，「中購共産党とソビエト敷府は，誠心誠意

蒋先生及び彼が指導する軍隊と一緒に同じ戦線において日本帝圏主義に反対するであろう」と述
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ぺた。！6噺たな情勢に適応するために，王明は党のソビエト区の各政策の転換を提示し，党の土

地政策。商工業政策・労働政策等はいずれも調整しなければならず，敷治的民主主義を拡大して

従来の“ソビエト共和国”を“中華人民民主共稀濁”に改称することを提起した。Nttl°）

　釜明の“八・一宣言”後の一連の運蒋の主張は，蒋介石と南京政府の重視するところとなった。

民族危機の臼増しの深化と蟹内における“一一一二・九”抗日救亡運動の勃発により内外共に苦境に

立たされた蒋介石は，積極的に中共との秘密交渉の可能性を探し求めた。王935年末，彼は陳立夫

と曹養甫に対しまず中共北方局及び上海地下党との関係をつけさせた。周小舟・呂振羽・張子華

ら我が党の代表は，南京においてあい前後して国民党の代表との交渉を行なった。1936年初め，

蒋介石の侍従で中国駐ソ大使館付武官那文儀は，帰国して報告を行なった後モスクワに帰り，胡

秋原の紹介を得て中共駐コミソテルン代表団とのコソタクトを取ることに成功した。王明はまず

潜漢年に郵文儀と会見させ，続いて自ら螂との交渉に臨んだ。当時，紅軍は既に長征を終えて険

北に到達していたが，蒋介石はまた，映北の党中央と迅速に直接連絡をとるため，宋子文・宋慶

齢・孔祥煕を通じて董健吾を鋏北に派遣した。董は，1936年2月，瓦窟墜に着き，博古・林伯渠

ら中共中央の指導者と会見した。この時山西の前線にあった毛沢東もまた，この南京からやって

来た使春に対し歓迎の意を表した。このほか，蒋介石は中ソ関係及び中共駐コミソテルソ代表囲

との関係をより密接なものにするため，1935年のクリスマスの前陳立夫と張衝を秘密裡に訪ソ

させようとした。彼らが上海からマルセイmを経てベルリソに着き，同地でモスクワ行の準備を

している時，料らずもこの極めて秘密裡の行動がB本の特務の知るところとなった。日本の新聞

が直ちにこのニュースを報道したため，蒋介石は慌てて彼らを召喚した。これら一連の事実は，

王明の連蒋政策が南京に非常に大きな影響を与えたことを示している。

　当然，蒋介石が主体的に国共交渉の可能性を追求したことが，彼が既に武器を捨てて連共抗日

に転じたことを意味すると解するならば，それは事実に反している。実際上，蒋介石の当蒋の考

え方の出発点は，紅軍が長征によって到達した陳北の地は貧困にあえぐ荒れ地であり，紅軍の兵

力は減少しかつ疲労困懲しているため，中共は容易に彼の出す苛酷な条件を受け入れるであろう

というところにあった。蒋介石はかつて，共産党との交渉の縫的は紅軍を“吸収・再編”し共産

党を“投誠”させることにあると何園も述べた。この目的を達するため，彼は，我が党にたいし

て秘密裡に交渉を行ないながら表向きは弾圧を継続した。この弾Eflは，政治・軍事の両面で同時

に展開された。蒋介石は，一方で胡宗南・張学良・楊虎城・閻錫山らに紅軍攻撃を命じると共に，

政治宣伝の面ではおおいに反共を吹聴した。1936年2月11碍，国民党中央宣伝部は「国人に告げ

る翻を発し，共産党は「残潮であり「既にいかなる希望もない」；しかしながら，共産党が

「昆国に危害を与え秩序を破壌する陰謀」を持っているため，「政府は蟻に噛まれた部分を切除

せざるを得ず」，共産党に対して「最後の厳しい捌裁を加えねばならない」と述べた。17）ffいて

国民政府は，2月20日，反動的な「治安維持緊急法令」を公布して全国の愛国学生を弾圧した。

　このような情勢にかんがみて，王明は連蒋政策を順風満帆とは捉えず，連蒋と逼蒋とを結合し，
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蒋介石の蒔局に逆行した行為を暴露・撹判した。1936年2月2姻と29ヨ，ll救国時報』は，国民

政府の緊急治罪法に対して「蒋介石はついに自ら人民を裏切った」「害を除去せよ」等の文章を

発褒し，蒋介石は「園と民を害する賊」・「全国人民の団結を阻む簸大の障害」・「抗β救国の最

大の障害」であり，全國の人民は“抗鑓討蒋”の旗の下に癒結して蒋介石を革命法廷の「最後の

裁判」にかけねばならないと論じた。この当蒋，紅軍の東征は蒋介石・閲錫山の数十万の軍隊に

阻まれていた。1936年4月3帽，王明は『救国時報』に「如何にして抗日を準備する」を発表し

て，“蒋賊”は自ら抗日をしないだけでなくその他の中国の軍隊の抗臼をも阻んでいると厳しく

批判し，国民党内のすべての抗日派に対し，共産党と合作し「もはや蒋介石と繭京政癬を儒用す

るな」と呼びかけた。

　我々は，この当蒔の王明の“反蒋”は従来の‘‘連蒋”政策の否定ではなく，彼の闘争戦術は依

然として“連蒋”と“逼蒋”の結合であった点に留意しなければならない。1936年3月20B，

『救魍時報』の“昆族出路論壇”欄に発表された「民族統一破壊の悪果」は，蒋介石の“四・一

二” 政変以降の罪行を列挙しながらも，「過去に罪を犯した人々一例えば蒋介石らのような一に

対し，我々は彼らが深く反省することを希望する」と述べ，彼らがただ内戦を停止して抗日しさ

えすれぱ，「全圏の人民はまた彼らのIH悪を掲げず，全民族が団結して共に外侮に当たるであろ

う」と述べた。3月278，中共駐コミソテルソ代表団はまた，『救圏時報』に「統一対外と連共」

と題する社論を発表し，繭京政麻の反共政策の停止と国共の連合抗日を呼びかけた。4月，中共

代表団は会議を開催し，蒋介石を強く刺激することを避けるために“抗H反蒋ηのスm一ガソを

“

抗H討賊’に改めた。5月，王明は潜漢年に指示して彼を帰国させ，圏共交渉に当たらせた。

潜は帰国前如何にして南京と連絡を取るかについて郡文儀と協議した。6月5蜀，王明は緻

鼠時報』に「ニュー・ll・一一ク商報主筆にいたす書簡」を発表L，中共は「全ての抗N勢力との含作

を誠実に願っており」，「蒋介石であれ或いはその他のいかなる軍政入物であれ，ただ彼らが真に

抗鍵救濁の行動に参加しさkすれば，中国紅軍とソビエト政府は彼らと共に外侮を防ぐであろう」

と述べた。

　当時の党中央は，依然として瓦窟墜会議決議が規定している抗H反蒋・圏内戦争と属族戦争の

同時的追求および二種類の政権の対立等の方針を執行していた。1936年2月，中共は紅軍とソビ

エト区の拡大・給養問題の解決及び華北の前線での抗日の実行をめざして有名な菓征を実施し，

毛沢東・周恩来らが率いる紅軍主力は黄河を渡って由酋省西部に進んだ。2月1田，毛沢東・彰

徳懐は張学良・王以哲宛の電報において，蒋介溺が抗臼を行なうと期待してもそれは「全く見込

みがない」と述べた。2fl　21　H，毛沢東らは李党農に対し，張学喪との交渉を行なう際「抗Hと

売国賊の討伐は不可分であると駆う認識を堅持しなければならず，抗Mして売国賊の討伐をしな

いという観点には反対しなければならない」と指示した。3月下旬，中共中央は掬西省西部にて

政治局会議を招集した。その議題は，コミンテルソ第7圏大会決議の貫徹一すなわち，如何にし

て抗ヨ民族統一戦線を樹立し発展させるかという問題，および党の軍事戦略一すなわち，如何に
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して迅速に痙接的な対霞作戦を実現するかという問題であった。岡会議における発言の中で，毛

沢東は，国民党内の各派を民族革命派・民族改良派及び属族反革命派に分け；蒋介石は民族反革

命派の代衷であるとして，その反革命路線は「現在も将来も変化しない」と述べ；従って我が党

は「断園として彼の本質を暴露しなければならない」とした。4月9日，周恩来は張学良と延安

で会談したが，その際，張は中共の反蒋抗鶏政策には岡意せず，“擁蒋抗日”か“連蒋抗日”で

なければならないと主張した。張のこの見解は疑いなく非常に重要なものであり，また，闘争戦

術上の配慮から，4月25日の「全国各党各派による抗H人民統一戦線を樹立するための中国共産

党中央委員会の宣書」および5月5Hの「停戦講和と一致抗Hを求める通電」において，中共は，

反蒋のスm一ガソを提出しなかった。しかしながら，党中央は反蒋抗日方針を改めたわけではな

く，党内の文献では依然として反蒋を堅持し，両広事変が勃発するや反蒋の調子は更に激しくなっ

た。6月8H，毛沢東は，『紅色中華』記巻の質問に答えて西南軍政将領の抗H反蒋の行動を賞

賛し，「全国人驚とすべての真に愛国的な党派・溺体・軍隊は一致して酋南の抗廻救国の行動に

呼応し，漢好の頭冒蒋介石を打倒せよ」と呼びかけ，「我々は統一について漢好と交渉すること

は望まない」と断じた。iS’　6月20　B，中共中央は，躍民党2中全会に宛てた書簡において，我が

党の西南事変を支持するという立揚を表明した。

　1936年6月16臼，中共中来は長征の開始以降中断していたuミンテルソとの電信連絡を回復し，

瓦窟盤会議決議・抗E民族統一戦線の展開・国共の接触および我が党の西南事変に対する態度等

について系統的に報告した。この時，コミソテルソは既に世界革命とソtf　1ト化政策の遂行を完

全に停止し，反ファシズム統一戦線の樹立をすぺてに先立つ任務としていた。コミソテルソは，

中国の各派勢力が迅速に統一と窟結を実現し共同で抗日を行なうことを望んでいた。このため，

コミソテルソは中共中央の内外政策を極めて重視し，多くの璽要な指示を発出した。この時以降，

王明の中共中央に対する政治的見解の多くは，コミソテルソ執行委員会書記局の中共中央に対す

る指示という形で体現された。

　1936年7月21H，コミソテルソ執行委員会書記処は中国問題についての専門会議を開催し，中

共中央は国内戦争と畏族戦争の同時的追求という方針を改変し；ソビエト政権の形態を放棄して

ソビエト入民共和国を民主共和国に改変するべきである，と提起した。23　U，会議において，ディ

ミトロフは，重要な発言を行なった。すなわち：（1）「中国における現在の任務はソビエト区の

拡大や紅軍の発展ではなく，絶対多数の中国民衆を結集して抗日に立ち上がらせるための機会・

経路・スローガソ及び方法を見つけだすことである」；（2）中共は国民党・蒋介石と交渉すべき

であり，交渉の条件は改変すべきである。すなわち，従来のソビエト人民共和圏に変えて「統一

の中華全国民族民主共和国の樹立」と「中華全圏圏民会議の組織」を鍵起し，民族団結と分裂反

対の旗を高く掲げて民衆の獲得をめざすべきである；（3）「蒋介石本人は統一戦線を行なおうと

考えてはいない」が，我々は「彼が抗β統一戦線の樹立に岡意せざるを得ない」ような馬面を作

り上げなければならない。中共は国民党および国民党中央に対して「具体的な政治提案を行なうj
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ことによって蒋介石に抗Bを迫るべきである；（4）従来の南京と蒋介石に対する中共の政策は誤

りであり（“抗日反蒋”政策を指す一筆者注），この問題の「解決について二三年は遅れている」

が，「解決できないより遅れても解決できる方がよく，現在，正しく転換しなければなら

ない」。　19｝

　王明はコミソテルソ執行委員会書記処7月会議に出席して発轡し，中共中央政治局に対する鏡

判を提出した。ディミトロフは王明の見解に同意し，それは彼自身の自己挽判でもあると考えた。

中共成立記念ヨの前夜，鯉D王闘は「独立・自由・幸福の中国のために奮闘せよ」（別名「新中

国論」）を執筆した。彼は，現在「中国人民の基本的な敵は欝本侵略考であり，現段階において

すべては抗日に服従しなければならない」とし，このため，中共の現在の路線は「臼本侵略者に

反対する民族統一戦線であって，一般的な反帝統一戦線ではない」と述べた。また，この文章で

は蒋介石を“委員長”と呼び，もし彼が我々と共同して闘争することを望むならば「我々は蒋介

石と統一一一・WW線を樹立できない訳があろうか」と述べて再度の国共交渉・協定の締結を呼びかけ，中共は，

ソビエト運動を放棄してヂ統一の中華人民民主共神國のために奮闘する」と述べた。2°燃渤

　1936年8月15臼，コミソテルソ執行委員会書記処は中共中央に対して指示を発出した。その要

点は：（1）中共中央の「蒋介石を臼本侵略者と岡一視するjr方針は政治上誤りである」と銚判

して，現段階ではすべては抗日に嚴従しなければならないと指摘し，我々が「同時的かつ効果的

に，一方でH本侵略者に鰐する闘争を行ないながら，他方で蒋介石に対する闘争を行なうことは

不可能である。また，国民党と蒋介石の軍隊すべてを日本の同盟者とみなすことはできない。切

実かつ有効に抗日武装行動を展開するためには蒋介石の軍隊の参加が必要であり，或いはその大

部分の軍隊の参加が必要である」；（2）中共中央の名で「統一の中華全圏民主共私国の樹立」と

「普通選挙による中華全国議会の弼集及び中華全国國防政府の組織」を提案する；（3＞指示は，

「中國共産党と紅軍司令部は，国民党と蒋介石に尉して，軍事行動の停止と共同抗日の具体的な

協定の締結についての交渉を直ちに行なうことを正式に提案しなければならない。共産党と紅軍

司令部は，交渉代褒贔の蝉時派遣またはソビエト区において国民党・蒋介石の代表団を迎える用

意のあることを宣言しなければならない」と強調した；（4）もし蒋介石の軍隊が引き続き紅軍を

攻撃するならば，紅軍は自衛行動を取る必要があるが，しかしながら，「岡時に，国民党及びそ

の軍隊との協定の締結および抗日民族統一戦線の樹立を目指して引き続き運動を展開し，またそ

のための具体的な措置を取らなければならない」，というものであった。この文献は，国共交渉

に際して中共中央が堅持しなければならない四つの条件を提起したものである。7A》8月15ヨのコ

ミソテルン指示は，7月23日のディミトロフ報告および王明の「新中国論」を基礎にして書かれ

たものである。従って，この指示が王明の観点を示すものでもあることは言うまでもない。”za13｝

　中共中央は上述のコミソテルソの一一連の指示を受け取り，直ちにそれを断露として執行し，政

策上の重大な改変を行なった。1936年8月10日に開催された中共中央政治局会議において，毛沢

東は報告と結論を行なった。彼は，南京政府の内外政策に変化が見られることを認め，「今H我々
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は，南京が属族運動の一大勢力であることを承認しなければならない」；抗臼を実行するために

は必ず蒋介石に反対しなければならないという過まに我々が提起した観点は，「現在適切ではな

く」，「我々は蒋介石と連合しなければならない」；我々の多くの戦術は改変する必要がある，す

なわち，紅軍は人民軍に・ソビエトは人民政府に改編することができ，また軍事上「指揮の統一・

編制の統一も承認しうる」，と述べた。8月12臼，毛沢東らが第二・四方函軍に宛てた電報「今

後の方針について」の中で，南京は統一戦線の「必要かつ主要な根手」であることを確認して

“

請蒋抗H”を提起した。この文献はまた，彼らが攻撃しなければ，我々も彼らを攻撃せず；彼

らが攻撃すれば，我々は一方で断固として戦いながら他方で和を求めるという“先礼後兵”政策

の実行を規定していた。8月25日，中共中央はド中国共産党の中圏国民党に致す書」を発表して

「我々は貴方と堅固な革命統一戦線を結成することを希望する」と提起した。9月1日，中共中

央は「逼蒋抗β問題に関する指示」を作成し，全党に向けて「現在の中国人民の主要な敵はB本

帝国主義である。従って，日本帝国主義と蒋介石を同一視することは誤りであり，“抗H反蒋”

のスm一ガソも適当ではない」；現在の党の方針は“逼蒋抗E”である，と指摘した。この摺示

はまた，我が党が南京と両広の矛盾に対処する際もはやいずれにも「撫担」しないと述べたQ

この前後，周恩来は鴬養甫・陳立夫・陳果夫・蒋介石に，また毛沢東は宋子文・傅作義・宋哲元・

郡力子・察元培・李済深・李宗仁・白崇禧にたて続けに書簡を書いたが，それらはいずれも我が

党の国共合作を希求する誠実な願望を衷したものである。訳醐9月15－17日，党中央は政治局会

議を開催してr抗日救亡運動の新たな情勢と民主共稲国についての決議」を作成し，ソビエトの

スローガソの放棄・民主共鵜圏を樹立するための闘争を提起した。決議は8月15Hのコミソテル

ソ指示を全面的に受け入れ，党組織の発展の追求等の従来の戦術上の誤りを公けに承認した。こ

の頃，潜漢年は南京と上海で，また張子華は広州で国民党と交渉を行なっていた。党中央は，こ

の交渉に積極的かつ誠実に対処した。9月，党中央は「国共両党の抗翼救国協定についての草案」

を起草して南京または広州での国民党との交渉に周恩来霞らが持参すべく準備された。この草案

は，我が党の国民党との交渉のための方案であると同時に我が党の国共合作綱領案であり，我が

党の1936年8月以来の戦術上の重大な転換を反映したものであった。周恩来が南京・広州に行く

ことができなかったため，この草案は溜漢年から陳立夫に手渡された。

　以上の事実は，我が党が長期にわたって執行してきた“反蒋抗H”・“抗日反蒋”政策は36年7

月よりようやく明確な転換が始まり，8月から9月に至って最終的に完成したことを示している。

国共両党の十年の血戦の歴史はこの転換が困難かつ曲折を経たものにならざるを得ないことを決

定づけた。しかしながら，この転換、はまた決定的な意義を有するものであった。もしこの転換が

なければ，抗H民族統一戦線も第2次国共合作もそして全民族による八年抗戦もありえなかった。

王明自身，蒋介石に対する認識の過程があり，それは“連蒋”と“逼蒋”の間を揺れ動いたが，

しかしながら，彼は率先して“違蒋”と“逼蒋”の方針を提出し，党中央の対購介石政策の転換

を促した。このことは歴史的事実であり，彼はこの点で重要な役割を果した。
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抗弩民族統一戦線樹立における王明の役割について

　抗日民族統一戦線の形成はひとつの長い歴史過程である。1933年初め，我が党が統一戦線の樹

立を冒指しての探索を開始して以来，1937年9月にそれが正式に形成されるまでの間，王明は，

多くの場合，先導的地位にあって重要かつ影響力の大きい統一戦線のスローガソ・綱領を提出し，

多くの重要な統一戦線文献を起草した。また，統一戦線工作の実践面では，彼は，多くの人員を

帰国させて指示・文献・電報を送りとどけ，国共交渉を行ない，自らも都文儀と会見するなど，

多くの実際工作を行なった。これらすべてが抗日民族続一戦線の形成に対して極めて重要である

ことについて疑義はない。確かに，彼は，統一戦線戦術の面で最初はセクト主義・欝険主義の，

また1937年11月の帰国以後は右の誤りを犯したが，史的唯物論の立場からいえば，彼の誤りを指

摘すると同時に，その貢献も承認しなければならない。

〈原注】

　（1）　『独立評論』第35期，1933年1月isH。丁文江は，1月10疑の宣欝を見てこの文章を執筆した。

　（2）　「蒋委員長銭各将領先溝内匿並書抗日電」『中華罠圏璽要史料初編一蒐日抗戦時期』，緒論3，35－36頁。

　（3）　張聞天薪麗於蘇維埃政府的豊誉与反機会主義的闘争」『醐争』第36期，ig33年11　」3　26　H。

　（4）　張閲天ヂ延安整風筆記JI943年12月16日，『文献和研究』1985年第1期。

　（5）　　洩（3）　をこ闘じo

　（6）　注（4）に岡じ。

　（7）　「革命危機的増長与北方党的妊務」窪六大以来』上巻，252頁。「醗展遊撃運鋤与翻造北方蘇匿的決識」同

　　　前醤，261頁。「蘭於北方各省職工運動中幾個主要任務的決議」『六大以来』下巻，481頁。

　（8）　蟹王明選集』第／巻，汲古識院，197G年，3Q6頁。

　（9）　『中共中央抗日民族銃一戦線文件選編』上巻，222－229頁。

　（10）　『王明選集』第3巻，366頁。

　（11）　同上霧，371頁。

　（12＞　彦奇『中國農工罠霊党歴史研究』中国人民大学出販歓，57頁。

　（13）　疹党史通訊』1985年第4期，47頁。

　　（14）　　　鐵蒋総統著ヂF全集』　281頁o

　（15）　猛共産国際与中国革命』四川人民出版社，ユ987年，325頁。

　（16）　駐明選集』第1巻，85頁。

　（17）　擢中央日報』1936年2月12B。

　（18）　『中共党史教学参考資料』，中国入民大学党史系資料室編印，第6輯，209頁。

　（19）　「蘇維埃麟癸表的共産圏際有関中翼革命的穏箋文件」ζ中共党史研究還1988年雛2期，84－85頁。

　（20）　fヨ三明選集』第1巻，UO－141頁。

　（21）　r蘇維埃新発褒的共産国際有関中国革命的橿案文件」，86－87頁。

【訳注】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　（1）　1931年　1月の中共6期4中全会から1945年4－6月の中共7全大会までの，中共・コミソテルソにおけ

　　　る王明の霊な職務は，下記の通り。

　　　　1931年1月：中共6期4中全会において，中共中央委員・中央政治局委員となる。（名鼠上，中央総書

　　　記は向忠発であったが，実質上の権限は王明が磁握した。）

　　　　9月25fi（あるいは10弼18鋤：上海を離れる。以後，博古らが臨時中央政治局の職務を引き次ぐ。
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　　　11月7田：モスクワに到藩。中共駐コミソテルソ代蓑団団長となる。また，コミソテルソ東方部の工作

　　にも参力輿。

　　　1932難8月一9月：コミソテルソ第12圓プレナム開催。局会議において，コミソテルソ執行委員会委員

　　に選幽される。

　　　1933年11月：コミソテルソ第13國プレナムにおいて，コミソテルソ執行委畏会主席団委員に選出される。

　　　1935年7月一8月：コミンテルソ第7翻大会開催。闘大会において，コミソテルソ執行委員会委員・主

　　席二騒委員・霧記処醤記候補に選出され．る。

　　　1937年猛月14溝：モスクワを発ち，29日，延安に勢着。

　　　12層9－1媚：中共，中央政治局会識を鯖催。同会議において，中央書記処轡翫および新設の長江局

　　（武漢）欝記となる。

　　　1938年9－11月：中共，6期6中全会醐催。同会議において，長江局の廃比が決定される。王明は延安

　　で工作することになり，中央統戦部部長・中央婦女工作委員会主任・延安女子大学校長等の職務を担当。

　　　1939年：中央南方工作委員会霊任となる。

　　　1943年3月：毛沢東・劉少奇・儀弼時の三入で構成される薪しい中央懲記処が成立。王明，寮記処盤記・

　　南方工作委員会霊任の職を解かれる。（中央政治局委員・中央統戦部部長は留任。）

　　　1945年4－6月：中共，7全大会を醐催。ヒラの中央委員に降格される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（周國全・郭徳宏「王明年譜簡編」，478－500頁）

（2）　延安整風運鋤については，滝敷欽・李良志『党政幹部基礎科窃学輔導材料・中国革命史』上冊，紅旗出

　　版社，1983年，33Q－344頁雰照。また，隅運動に対する中圏党史学界の傾向の一端を示すものとして，楊

　　蛮松「抗戦期間共産国際，蘇聯与・中國共産党関係中的幾個問題」（窪党史研究』1987年第6期）の「六，

　　廷安整風運動的遣接起函湘属的是什慶」滲照。さらに，『王明躍想鍛』の「II　“整風運動”一“文化大革

　　命”の下稽古」；楊中美『遜義会議与麺安整風』奔馬出版社，1989年，の「延安整風考」も参照のこと。

（3）　獄穴大以来一党内秘密文件』（上。下2預｝）は，1941年12月，中共中央醤記処が延安で編集。邸刷したも

　　のである。建国後の1952年，①r毛沢東選集』所販の文件は羅次のみを残して本文を削除する；②6期3

　　中全会関係の文献を加えるという改訂を行なった上で再版が出版された。1981年，再版本に6期7中全会

　　で採択されたr若1の歴史問題に濁する決議」を舶えて，繁3版が人罠出版祉から内部発行で出版された。

　　（復刻飯，現代資料研究駈，1987年，東京）

（4）　r6期4中全会から遜義会議にいたるまで，党中央委員会は，基本的に，4中全会で決定された正しい

　　コミソテルソの路線を歩んできたし，“九・一八”事変以後は抗ヨ民族統一戦線政策を着々と展開しつつ

　　あった。この政策のおかげで，中国革命は，ソビエト区・圏昆党支配地域・中鰯東北部の臼本の満州塊縄

　　政権下のいずれの地方でも大きな成果をおさめた。」（『王明回想録』45頁）また，局轡，85－88頁も参照。

（5）　『王明選集』第1巻，307頁。

　　　　「解説」で述べたように，『王明選集』第1巻は，1938年段階における彼の見解をもとにして，以前の

　　文章にかなりの手を入れている。発表当時の見解により近いと思われる王明『中鼠民族革命戦争問題』

　　（ソ運外国工入出版社，1935年，モスクワQ　『王明選集』Pt　4巻所収〉によって，本文との異同を示せば

　　以下の通りである。（下線を付した箇燐が異なっている部分である。）

　　　王明は，「東北の構勢と反ヨ統一職線戦衛」を執筆し，東北における闘争の状況を詳細に分析して「全

　　轟変の過程は東三省の運鋤が偉大な規模を有していることを示しており」，既にヂ広範な反帝反露統一戦

　　線を実行しうる環境を招来している」と述べた。彼は東北の党組織が「反帝一まず第一に反βの統一戦線

　　戦術を実行することの意義を理解せず，またその運用が巧みではなく」，党の工作は「疑いなくこの運鋤

　　の背後に取り残されており」，r多くの戦衛上の誤りを犯した」と批判した。彼は，更にこの文黙において

　　「一般的・昆族的な反帝統一戦線を構立してすべての反帝勢力を結集・統一する」という方針を提出した。

　　　　（　『三モ三明選集』　第4巻，　75－76，　78頁）

（6）　『王明選集』第3巻，381－384頁。

（7）　コミソテルソ第7画大会は，1935年7月25日から8月2GBまでモスクワで開催された。
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（8＞　「“九・一八”以後，わが党が（下線は引溺者）東北抗日連軍を指導し，“一・二八”戦争と察北抗ヨ同

　　盟軍を援助し，福建人昆政聴との問に抗溝・民主の同盤を結び，三つの条件のもとで紅軍が菌民党軍隊と

　　連合して抗日することをのぞみ，六つ条件のもとで各界人罠との昆族武装自衛委員会を創設することをの

　　ぞんでいることを提起したこと，1935年8月1日には，圏防政府と抗日連軍の結戒を呼びかけた「抗H救

　　國のため全闘同胞に告げる欝」を発表したこと，これらはすべて正しかったことである。」儲本国際問題

　　研究所中国部会編『中国共産党史資料集』第12巻，動草憲房，1975年，248頁）

（9）　中華民族解放行鋤委員会については，李起民『中国畏主党派史稿』四廻人昆出販裁，1987年，22－27頁

　　参照。　　　　　　　　　　　’

（IO）　王明『漸形勢と新政策』については，拙稿「陳紹轟（王明）における抗屠斑族統一戦線論の形成につい

　　て」34－36頁，参照。

　　　また，本文の引用部分は，コミソテルソ執行委員会機関誌『共産圏際』1936年第1／2期所教の版本に

　　よれば以下の通りである。（下線を付した箇所が異なっている部分である。）「中鼠共産党とソビエト政府

　　は，彼に人毘と国籔に対する罪を贈う自新の路を歩ませるだけでなく，彼および南京の軍蹴と一緒に岡じ

　　戦線において臼本帝国主義に反鰐する用意がある。」（26頁）

　　　さらに，王明が“人昆民主共称國”を提起するのは「独立・自由・幸福の中國のために奮醐せよ」にお

　　いてであり，『薪形勢と新政策』には，これに関運する言及は見あたらないように思われる。

（11）　「独立・自由・幸福の中国のために奮闘せよ」の副題は「中共成立十五周年記念と中共の新政策実施一

　　周年のために」であり，蟹頭で「今年の7月末から8月初めにかけては，中国共産党が成立して15周年の

　　記念である」と記している。魏在，中共は1921年7月に上海で成立したとする見解が一般的である。

（12）　引用部分については，『共産国際』1936年第4／5期断収の版本（『王明選集』第4巻所収）と文言上の

　　相違はない。ただ，「蒋介石を“委員長”と呼び」とある部分は（『王明選集』第1巻，134頁），窪選集2

　　第4巻所収の版本では，ただ単に，“蒋介石”として“委員長”の文書は晃られない。（2頂）

（13）　楊歪松「蘭於共産国踪与中国共産党“聯蒋抗露”方針的関係問題」窪中共党史研究毒1989年第4期は，

　　中共中央の「中国共産党の中国園民党に致す叢簡」（1936年8月25ヨ）・「蓬購抗賢問題についての捲示」

　　（9月1H）・「抗賑救亡運動の新たな惜勢と民主共和国についての決議」（9月17賃）が，8月15日のコミ

　　ソテルン指示を忠実に依拠したものであったことを踏まえて，現実の政治過程の中でそれが如侮なる意味

　　を有したのかを論じている。

（14）　「非聯合不足以成大挙一敷留養欝」（1936年8月31日），「国難転機，在此一挙一敷陳果夫・陳立夫」（9

　　月1日），「共御強敵，国家之幸一致陳果夫・鎌立夫」（9月22臼），「大敵在前亟臨疑結御晦一致蒋介石」

　　（9月22日）は，いずれも中共中央文献研究室編『周恩来藩儒選集』中央文献出版社，1988年所収。また，

　　r致宋子文」（8月14H），「致傅作義」（8月14日），「致宋哲元」（8月14・H），「致郡力子」（9月8H），

　　「致察元培」（9月22日），「敷李済深・李宗仁・白崇羅」（9擢2舶）は，いずれも中共中央文献研究箋編

　　　『毛沢東欝僧選集』人民出版社，1983年所駁。

（1990．1．10　受理）
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